
日
本
共
産
党
は
11
月
24
日
、

中
川
区
役
所
講
堂
で
井
上
さ
と

し
参
院
議
員
を
迎
え
て
演
説
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

す
ぐ
始
ま
る
総
選
挙
で
暴
走

政
治
と
対
決
し
、
ど
う
対
案
を

示
し
共
同
し
て
政
治
を
変
え
る

の
か
、
ま
た
ひ
き
つ
づ
く
県
知

事
選
、
市
議
選
で
の
躍
進
を
め

ざ
し
各
弁
士
が
話
し
ま
し
た
。

井
上
さ
と
し
参
院
議
員
は
、

自
身
の
国
会
論
戦
を
ふ
ま
え
て
、

４
月
の
消
費
税
増
税
後
２
連
続

４
半
期
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
マ
イ
ナ
ス
で

景
気
後
退
、
10
％
へ
の
増
税
先

送
り
で
な
く
中
止
に
す
る
こ
と
。

税
は
富
裕
層
と
大
企
業
に
応
分

の
負
担
を
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
で

大
企
業
な
ど
は
大
儲
け
、
庶
民

は
実
質
賃
金
の
低
下
や
円
安
、

物
価
値
上
げ
で
生
活
が
苦
し
な
っ

た
。
国
民
の
所
得
を
増
や
し
、

社
会
保
障
を
充
実
さ
せ
て
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
し
て
景

気
回
復
を
と
語
り
、
ま
た
集
団

的
自
衛
権
行
使
で
戦
争
で
き
る

国
づ
く
り
で
な
く
、
平
和
外
交

を
。
原
発
再
稼
働
で
な
く
ゼ
ロ

の
日
本
に
、
な
ど
訴
え
ま
し
た
。

小
選
挙
区
５
区
で
政
治
戦
を

た
た
か
う
共
産
党
の
代
表
、
藤

井
ひ
ろ
き
さ
ん
は
、
最
近
マ
ス

コ
ミ
も
共
産
党
に
注
目
し
て
先

日
６
社
も
取
材
に
来
た
、
若
い

人
に
何
を
訴
え
た
い
か
と
聞
か

れ
、
最
低
賃
金
時
給
１
０
０
０

円
に
、
派
遣
労
働
法
の
改
悪
で

は
な
く
誰
も
が
正
規
で
安
心
し

て
働
け
る
よ
う
に
す
る
政
治
を

実
現
し
た
い
と
。

革
新
県
政
の
会
か
ら
県
知
事

選
の
先
頭
に
立
つ
小
松
た
み
子

さ
ん
、
江
上
元
市
議
も
話
し
ま

し
た
。

11
月
８
日
、
国
土
交
通
省
は
、

工
事
説
明
会
を
開
催
し
「
３
ｍ

の
仮
囲
い
で
な
く
、
遮
音
壁
８

ｍ
（
写
真
）
を
原
則
に
、
緩
衝

帯
の
側
道
、
住
宅
側
に
建
設
し

て
か
ら
、
本
工
事
に
入
る
」
と

明
ら
か
に
し
ま
し
た
。
「
環
２

か
ら
環
境
を
守
る
会
」
（
代
表

内
川
朝
夫
さ
ん
）
は
、
11
月
13

日
、
国
土
交
通
省
と
交
渉
し
確

認
し
ま
し
た
。
工
事
時
間
、
地

下
水
問
題
な
ど
一
層
の
安
全
対

策
も
求
め
ま
し
た
。
江
上
ひ
ろ

ゆ
き
元
市
議
も
同
席
し
ま
し
た
。

国
土
交
通
省
は
、
要
望
を
う

け
、
環
状
２
号
線
高
速
道
路
建

設
を
中
断
し
て
い
ま
し
た
。
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な
ん
で
今
、
解
散
総
選
挙
な

の
。
７
０
０
億
円
も
使
っ
て
も
っ

た
い
な
い
。
た
し
か
に
、
私
も
、

最
初
解
散
・
総
選
挙
と
聞
い
て

び
っ
く
り
し
ま
し
た
▼
安
倍
自

公
政
権
は
、
衆
議
院
定
数
４
８

０
の
う
ち
自
民
２
９
５
、
公
明

31
計
３
２
６
議
席
と
３
分
の
２

を
超
え
る
圧
倒
的
多
数
で
し
た

か
ら
▼

で
も
、

私
た
ち

の
暮
ら

し
を
見
て
み
る
と
ど
う
で
し
ょ

う
か
。
子
育
て
も
た
い
へ
ん
。

給
料
が
安
い
、
そ
も
そ
も
正
職

員
に
な
れ
な
い
。
安
心
し
て
預

け
ら
れ
る
保
育
園
が
な
い
。
年

金
は
下
が
る
、
介
護
保
険
料
は

高
く
、
特
養
ホ
ー
ム
に
も
入
れ

な
い
。
70
才
か
ら
の
医
療
窓
口

負
担
も
１
割
か
ら
２
割
へ
。
海

外
で
戦
争
す
る
国
づ
く
り
を
す

す
め
る
。
原
発
再
稼
働
推
進
。

県
知
事
選
で
も
県
民
の
意
思
を

無
視
し
て
沖
縄
県
辺
野
古
へ
の

米
軍
基
地
建
設
を
強
行
。
安
倍

内
閣
へ
の
国
民
の
怒
り
の
世
論
、

運
動
が
解
散
総
選
挙
に
追
い
込

ん
だ
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か

▼
そ
れ
な
ら
、
国
民
の
世
論
と

運
動
で
、
安
倍
暴
走
を
ス
ト
ッ

プ
す
る
選
挙
に
し
ま
し
ょ
う
。

私
は
、
安
倍
内
閣
に
対
決
し
、

対
案
を
示
し
、
み
な
さ
ん
と
共

同
の
力
で
政
治
を
変
え
る
た
め

に
全
力
を
尽
く
し
ま
す
。
国
を

変
え
、
名
古
屋
市
政
を
変
え
、

市
政
を
監
視
し
、
要
求
を
実
現

す
る
議
員
め
ざ
し
ま
す
。

安
倍
暴
走
へ
の
怒
り
が
追
い
詰

め
た
解
散
総
選
挙

江
上
ひ
ろ
ゆ
き

弁
護
士
法
律
相
談
12
月
18
日
（
木
）
午
後
６
時
半
電
話
３
６
３
‐
１
４
５
０
江
上
事
務
所

会場からの拍手にこたえる藤井さん、井上さん、江上元市議（左から）

安
倍
内
閣
暴
走
止
め
る
チ
ャ
ン
ス

中
川
で
井
上
さ
と
し
参
院
議
員
語
る

安
倍
首
相
と
の
論
戦

若
さ
の
藤
井
ひ
ろ
き
さ
ん

環
２
工
事

８
ｍ
遮
音
壁
か
ら
建
設



11
月
21
日
、
「
中
川
区
を
よ

く
す
る
会
」
（
代
表
坂
野
逸
朗

西
部
民
商
会
長
、
日
本
共
産
党

も
参
加
）
と
中
川
区
内
の
公
所

長
と
で
、
会
提
出
の
要
求
書
に

基
づ
く
懇
談
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

災
害
対
策
で
は
、
地
域
住
民

の
「
自
助
・
共
助
」
を
し
き
り

に
強
調
す
る
市
側
の
、
努
力
の

中
身
が
問
い
か
け
ら
れ
ま
し
た
。

江
上
ひ
ろ
ゆ
き
元
市
議
が
、

「
学
区
単
位
中
心
の
防
災
訓
練

に
安
ん
じ
ず
、
町
内
会
・
自
主

防
災
会
単
位
で
の
『
防
災
・
避

難
訓
練
』
を
き
め
細
か
に
行
う

こ
と
」
へ
の
行
政
側
の
努
力
を

質
し
ま
し
た
。
ま
た
、
削
減
さ

れ
た
職
員
不
足
を
言
い
訳
に
せ

ず
、
当
局
に
人
員
増
を
求
め
る

努
力
を
す
べ
き
」
と
重
ね
て
求

め
ま
し
た
。

高
齢
者
の
見
守
り
等
の
問
題

で
は
、
高
齢
福
祉
相
談
員
や
民

生
委
員
に
よ
る
区
内
の
65
才
以

上
の
独
居
世
帯
・
75
才
以
上
の

高
齢
者
の
み
世
帯
訪
問
活
動
が

示
さ
れ
ま
し
た
が
、
世
帯
数
が

多
く
対
応
で
き
て
い
な
い
問
題
。

国
民
健
康
保
険
の
問
題
で
は
、

減
免
制
度
の
周
知
、
申
請
の
簡

略
化
と
合
わ
せ
、
未
納
者
へ
の

親
身
の
相
談
対
応
を
求
め
ま
し

た
。
そ
の
ほ
か
、
学
童
保
育
、

富
田
支
所
の
充
実
な
ど
を
求
め

ま
し
た
。

下
之
一
色
の
水
た
ま
り
で
困
っ

て
い
た
私
道
の
舗
装
が
完
成
し

ま
し
た
。
２
０
１
２
年
10
月
、

地
域
か
ら
、
「
道
路
の
水
た
ま

り
で
困
っ
て
い
る
」
と
江
上
元

市
議
に
相
談
が
あ
り
ま
し
た
。

私
道
で
す
が
、
地
元
の
方
の

道
路
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
私
道

で
あ
っ
て
も
公
共
的
に
利
用
さ

れ
て
い
れ
ば
名
古
屋
市
が
舗
装

す
る
制
度
が
あ
り
、
周
辺
住
民

の
署
名
を
集
め
て
土
木
事
務
所

に
要
望
し
ま
し
た
。
予
算
が
な

か
な
か
つ
か
ず
、
や
っ
と
、
今

秋
舗
装
が
さ
れ
ま
し
た
。
住
民

の
方
は
安
心
し
て
通
れ
る
、
と

喜
ん
で
い
ま
す
。

11
月
23
日
、
働
く
仲
間
、
中

小
業
者
、
女
性
、
学
童
保
育
、

保
育
に
関
係
す
る
皆
さ
ん
、
そ

し
て
、
日
本
共
産
党
が
実
行
委

員
会
を
作
り
、
要
求
や
課
題
を

交
流
し
よ
う
と
始
ま
っ
た
「
第

24
回
な
か
が
わ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」
が
、
富
田
公
園
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
昨
年
の
雨
と
は
打
っ

て
変
わ
っ
た
青
空
。
子
ど
も
た

ち
も
元
気
に
会
場
を
走
っ
て
い

ま
し
た
。
日
本
共
産
党
後
援
会

11
月
15
日
、
日
本
共
産
党
中

川
区
委
員
会
は
「
キ
ャ
ラ
バ
ン

宣
伝
」
に
取
り
組
み
、
江
上
元

市
議
先
頭
に
、
区
内
各
所
で
訴

え
ま
し
た
。

市
営
助
光
荘
で
は
、
わ
ざ
わ

ざ
家
か
ら
出
て
き
て
手
を
振
っ

て
ビ
ラ
を
受
け
取
り
き
た
女
性

が
い
ま
し
た
。

は
い
か
焼
き
を
出
店
。
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無
料
相
談
（
子
育
て
・
教
育
問
題
も
）

毎
週
月
・
木

午
後
６
時
半
か
ら
８
時

弁
護
士
相
談

毎
月
第
３
木
曜

江
上
ひ
ろ
ゆ
き
事
務
所
ま
で
電
話
３
６
３-

１
４
５
０

12
月
の
早
朝
宣
伝

１
日

月

高
畑

２
日

火

総
選
挙
公
示

総
選
挙
中
は
、
定
例
の

早
朝
宣
伝
は
中
止
し
ま
す
。

14
日

日

投
票
日

15
日

月

金
山
駅
北
口

16
日

火

名
鉄
山
王

19
日

金

近
鉄
伏
屋

25
日

木

あ
お
な
み
線
荒
子

26
日

金

昭
和
橋

朝
７
時
半
か
ら
８
時
10
分

１
月
１
日

０
時

荒
子
観
音

11
月
８
日
か
ら
11
日
ま
で
労

働
組
合
（
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｕ
）
主
催
の

沖
縄
知
事
選
挙
応
援
ツ
ア
ー
に

全
国
か
ら
20
名
参
加
し
ま
し
た
。

空
港
か
ら
沖
縄
県
労
連
事
務

所
へ
行
き
、
選
挙
情
勢
の
報
告

を
う
け
、
の
ぼ
り
を
持
っ
て
街

頭
宣
伝
へ
。
の
ぼ
り
や
プ
ラ
ス

タ
ー
を
持
っ
て
手
振
り
。
ま
あ

ま
あ
の
反
応
。
桃
太
郎
宣
伝
を

し
な
が
ら
県
庁
前
へ
。
全
労
連

の
憲
法
キ
ャ
ラ
バ
ン
と
合
同
で

大
宣
伝
。
全
労
連
議
長
、
各
単

産
委
員
長
も
、
多
数
沖
縄
入
り
。

愛
労
連
の
仲
間
も
６
人
参
加
。

夜
は
県
労
連
と
全
労
連
の
決
起

集
会
。
行
動
提
起
で
は
１
日
４

ラ
ウ
ン
ド
行
動
し
よ
う
と
あ
り

ま
し
た
。

日
曜
日
は
那
覇
市
長
選
挙
の

告
示
日
で
出
発
式
に
参
加
。
自

民
党
を
除
名
さ
れ
た
方
か
ら
日

本
共
産
党
、
地
域
政
党
ま
で
結

集
。
沖
縄
に
は
基
地
は
い
ら
な

い
。
沖
縄
は
一
つ
。
オ
ー
ル
沖

縄
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
コ
ン

コ
ン
作
戦
（
個
別
面
談
）
と
ハ

ン
ド
マ
イ
ク
宣
伝
に
分
か
れ
て

行
動
。
わ
た
し
は
ハ
ン
ド
マ
イ

ク
宣
伝
へ
。
地
図
を
も
ら
っ
て

タ
ク
シ
ー
で
移
動
。
玄
関
ま
で

出
て
き
て
手
を
振
っ
て
く
れ
た

り
反
応
良
か
っ
た
で
す
。
ま
た

桃
太
郎
宣
伝
し
な
が
ら
大
型
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
へ
。
と
に
か

く
宣
伝
行
動
。

や
っ
と
観
光
。
対
馬
丸
記
念

館
と
瀬
長
亀
次
郎
館
へ
行
き
ま

し
た
。
那
覇
の
公
設
市
場
で
新

鮮
な
魚
と
泡
盛
を
頂
き
ま
し
た
。

活
動
後
の
食
事
は
と
て
も
美
味

し
か
っ
た
。

３
日
目
は
普
天
間
基
地
と
辺

野
古
、
美
ら
海
水
族
館
と
、
世

界
遺
産
今
帰
仁
城
。
最
終
日
は

早
朝
街
頭
宣
伝
。
ひ
め
ゆ
り
の

塔
と
平
和
祈
念
公
園
。
名
古
屋

で
考
え
ら
れ
な
い
何
で
も
あ
り

の
沖
縄
の
選
挙
活
動
は
楽
し
か
っ

た
。
勝
利
す
る
こ
と
が
出
来
、

沖
縄
に
行
っ
た
甲
斐
が
あ
り
ま

し
た
。
（
法
華
西
町
在
住
）

早
速
応
援

沖
縄
県
知
事
選
応
援
ツ
ア
ー

北
村
淳

ち
ょ
っ
と
観
光

避
難
勧
告
で
て
避
難
で
き
ま
す
か

災
害
で
行
政
責
任
明
確
に

高
齢
者
、
国
保
な
ど
も

水
た
ま
り
で
困
っ
て
い
た
道
路
舗
装

青
空
の
も
と
中
川
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催

キ
ャ
ラ
バ
ン
宣
伝

地
域
で
使
わ
れ
て
い
る
私
道


